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第三者萎員会へのあっせん・非あっせん事例の分析依頼  

に係るサンプリング調査結果の概要（脱退手当金）   

1．サンプリング調査の対象事案  

平成21年8月末現在の処理終了事案（申立期間の一部についてあっせんされたものを   

除く。）のうち、その約5パ｝セントに当たる199件を対象としてサンプリング調査を実   

施した。  

調査対象事案の件数  

総数   あっせん   非あっせん   

1H21．8未処理終了事案   3，804件   830件   2，974件   

2サンプリング対象事案数（①×5％）   199件   43件   156件   

注：サンプリング件数は、実際の対象事案の抽出に際して各委員会（51委員会）のあっせん、非あっせん別に5％  

相当数となるよう行ったため、端数整理の関係から全数の5％件数よりも9件多くなっている。  

2．サンプリング調査の結果の概要  

（1）支給日  

昭和36年11月（通算制度施行）前支給  昭和36年11月（通算制度施行）以後支給   

あっせん   非あっせん   あっせん   非あっせん   

10件   61件   33件   95件   

（2）事案類型  

（D あっせん事案 43件  

未支給期  支給日・支給後間もな   旧姓で支  喪失後約  支給時期  請求書等  請求・受  複数の支   

間有り   くの年金加入・納付   給   1年以上  給の認識  

有り   無し   経過後に  有り   り  

支給   

9件   14件   4件   11件   17件   1件   1件   0件   1件   

② 非あっせん事案156件  

未支給期  支給日・支給後間もな   旧姓で支  喪失後約  支給時期  請求書等  請求・受   複数の支   

間有り   くの年金加入・納付   給   1年以上  給の認識  

有り   無し   経過後に  有り   り  

支給   

17件   30件   15件   4件   19件   15件   24件   10件   6件   

③ 類型別のあっせん率  

未支給期  支給日・支給後間もな   旧姓で支  喪失後約  支給時期  請求書等  請求・受  複数の支   

間有り   くの年金加入・納付   給   1年以上  給の認識  

有り   無し   経過後に  有り   り  

支給   

34．6％   31．8％   21．1％   73．3％   47，2％   6．3％   4．0％   0％   14．3％   

注：ここに掲げた類型は脱退手当金事案に見られる特徴的なものであり、1つの事案で複数該当するものやいず  

れにも該当しない事案もあるため、件数は事案数と一致しない。  
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5％サンプリング調査 サンプル数199件 あっせん43件 非あっせん156件   

当金の受給要件を充足する同僚の大部分に資格喪失の約6カ月以内に脱退手当   
1）   

3）被保険者台帳（旧台帳）に、支給に係る事務処理の記録（支給記録の記載や裁定庁への回答事跡）がある。   

4）支給日に近接する期間に、氏名変更・重複整理が行われている。   

（抽出条件）有り（氏名）・有り（重取）・有り（氏名・重取）・有り（その他生年月日・再交付等）   

（抽出項目）裁定請求書   

（抽出条件）有り（不自然さ無し）・有り（不自然さ無し）  



6）申立人の所持する厚生年金被保険者証に「脱」の表示の押印がある。   

（抽出項目）最終事業所喪失直後の国年加入・納付   

（抽出項目）通算年金制度創設前支給＋支給後の厚年・共済等再加入   

10）被保険者名簿に「脱」表示がある。   

11）その他：上記1）～10）のいずれにも該当しないもの   14   9   64．3％   5   35．7％  




